






[目的]血中の酵素活性は細胞から由来するものであるが、GPT,LDH 等は一般に細胞内では

上清分画に存在するといわれている。一方、mitochondrial-GOT(m-GOT),ornithin carbamyl 

transferase(OCT),glutamate dehydrogenase(GDH)等の酵素はミトコンドリア内に分布し

ている。 

m-GOT は、その細胞内の局在部位から細胞障害の重篤度を示す指標とされて来た。いまま

での報告では急性肝炎の遷延型、肝癌、アルコール性肝障害、重症肝炎で百分率が高値を

示すといわれている。そこで我々は、小児期の各種肝障害や、ミトコンドリア障害をおこ

す可能性のある薬物投与をうけでいる患児について、これらのアイソザイム活性を検討し

た。 


